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瀬戸内国際芸術祭2010連携
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力三イケタクヤ〈seatram〉展示風景o

廃木寸による建造物､本物の線路､青い光などが五感を刺激します｡

アニュアル､アニュアル･･･呪文にも思えてきそうなこの言葉､

｢1年に1度の｣という意味があります｡高松市美術館で開催

される年に一度の現代アートの展覧会｡それが｢高松コンテン

ポラリーアート･アニュアル｣です｡

今回のテーマは｢もうひとつの･カーニバル｣｡ 10月31日

まで開催中の瀬戸内国際芸術祭との連携と対比を意図して開催

されました｡出品作家は､青木陵子さん､石田尚志さん､猪瀬

直哉さん､そして高松出身のカミイケタクヤさんと山下香里さ

んの5名の方です｡

その中から､カミイケタクヤさんをご紹介しましょう｡カミ

イケさんは高校卒業後から現在まで舞台美術に携わり､その経

験を活かしながら､平面･立体による作品制作を行っています｡

今回は､ ｢seatrain｣と題して展示空間を海の中に変え､見る

人を海の底へいざないます｡ 10月16日にはダンサーの山下

残さんをお迎えし､ ｢seatra巾｣を舞台にダンスパフォーマン

スを披露していただきます｡作品がもうひとつの顔をのぞかせ

るその時､あなたは何を感じるでしょうか｡

今回の展覧会では､いずれの作家も高松に滞在し､展示室に

あわせた独自の作品空間を作り上げました｡今しか観ることの

できない､高松市美術館でしか味わえない､ライブ感のある作

品･空間を是非じっくりと､感じてみてください｡ [前田裕実]
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植田正治は日本を代表する世界的にも大変評価の高い写真家

です｡生涯､生まれ育った鳥取県･境港を拠点とし､ 2000年

7月に亡くなるまで､ 70年近く写真を撮り続けました｡砂丘や

海岸など山陰の風景に､人物をまるでオブジェのように配置し

た植田独自の｢演出写真｣の数々は､写真誕生の地･フランスで

は｢ueda･Cho｣と日本語表記そのままで紹介され､国際的に

も高い評価を得ていますo　近年では､ ｢龍馬伝｣で主役を務め

る福山雅治さんが晩年の彼に撮影されたことで､これまで写真

とは縁の無かった人達にも一層広く知られるようになりました｡

植田は生涯自らを｢アマチュア写真家｣と称し常に自由な立

場で楽しんで撮影する精神を忘れませんでした｡その常に謙虚

で自由な精神こそが､彼の独特な発想や作品を生み出したに違

ボクの私のお母さん1950年　6)Sho｣l 〕eda OFFICE

鳥取砂丘に家族を配して撮影した1枚o
和気あいあいとした現場の楽しい雰囲気が伝わってくる｡

いありません｡没後2005年頃より再評価の動きが出始め､国

内外で回顧展や､新たな作品集の出版があいついでいます｡近

年従来のマニュアルカメラに加え､カメラは携帯電話やデジカ

メの普及に伴い､家庭で幅広くいろんな写真を楽しむ人が増え

ました｡この機会に植田正治の｢時代に流されない｣自由で斬

新な作品に触れてみてはいかがでしょうか｡　　[湊節代]
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イサム･ノグチ
《U ntitled》

1952年陶器26.5×10×46.25 cm

高松市美術館蔵

グニヤリと曲がった板､小

さな突起や角達｡見る角度で表情が様々に変化します｡どこかユーモラスな動物の顔のようにも見えて来ませんか-｡陶芸は､窯の中に入れてしまえば､私の手から離れコントロールする事が出来ない｢修正出来ない彫刻｣であると言ったイサム･ノグチの作品です｡
1904年､日本人の父と

米国人の母との間に生まれたイサムは､二つの祖国を持ち､二重の育てられ方をし｢日本か､アメリカか､両方なのか､それとも世界に属しているのか｡｣と､揺れるアイディンティティへの思いをエネルギーに､和と洋を融合した独自の世界を生み出して行きます｡牟礼にもアトリエを構え､石の彫

刻家として知られていますが､1931年､日本で出会った埴輪に魅せられ､京都で初めてテラコッタ(素焼き)による作品を制作しました｡陶芸と言えば､器や壷など実用的な物であり'観賞用であっても､皿や壷に装飾的な文様がほどこされた物であった陶芸の世界に､彫刻としての焼き物を作り｢イサムはんは､けったいな物作らはったo｣と驚かせたそうです｡
1950年､1 9年ぶりの来

日時にも､精力的に焼き物を制作し､再び訪れた翌年には､北鎌倉にある北大路魯山人邸内に女優･山口淑子との新居を構え､窯を借り陶芸作品作りに励みました｡今回ご紹介する作品はそこで制作されたもので､この時代には幸せな新婚生活の中で､微笑ましい作品も作られています｡
イサム･ノグチは陶芸の世

界に'新しい造形の世界を切り開き､八木一夫ら｢走泥社｣の若い陶芸家達に大きな影響を与えました｡その結果｢オブジェ焼き｣と呼ばれた用途を持たない純粋な造形としての焼き物が誕生し､現在も焼き物の新しい形を求め､様々な試みが行われています｡石や金属の彫刻だけでなく､焼き物の世界でもイサム･ノグチは偉大な足跡を残しているのです｡　　　　[山上紹代]イラスト-前田裕実
(参考文献)ドゥス昌代『イサム･

ノグチ』



▲トークをする森村泰昌氏｡

■~　のトークショーのために､展示室出口で

｣　私への質問を受け付けていました｡いろ

いろな質問をいただきましたが､その中から3

つの質問を手がかりに展覧会についてお話しし

たいと思いますo

lつ目は最も基本的な質問です｡ ｢森村さんは､

今回の企画はどうやって思いついたのですか?

高松市美術館と自分の作品との組合せはどう
やって決めたのですか?｣昨年､高松市美術館さ

んからコレクション展の企画､プロデュースを

してはしいという依頼がありました｡そして3

冊の立派な収蔵品図壷藁を見ておりましたら､色々

と私の記憶の世界が整ってきたんです｡

高校生になると美術クラブに入り､油絵を描
きはじめましたo　初めての油絵はモネ風の絵で

した｡これはもう残っていませんが､高台から

見た家並みを印象派風に細かなタッチとパステ

ル調で描いたものです｡そのあと､美術クラブ

の部員や卒業部員らの影響も受けますが､ゴッ

ホ､ヴラマンク､ユトリロらの絵をいいな､と思っ

て描きました｡ゴーギャン､マティス､マネは

よくわからなかったですね｡

高校2年生の時､ 1 9世紀の画家がはるか過去

の人に思え､私が生きている今の画家たちに次

第に興味が移りました｡現代美術に興味を持っ

ている人は周りにはおらず､図書館や古書店な

どで情報を集めました｡その時の本を持ってき

ましたo 『美術手帖』 1963年10月号増刊です｡

巻頭グラビアには加納光於､磯部行久､山口勝弘､

前田常作､向井修二､ハイレッドセンター､荒

川修作､工藤哲巳o　今回の展覧会のメインの作

品がほとんどすべてこの1冊に収められていま

す｡当時の私には大変刺激的で､ -つ-つの情

報が強く頭に焼きつきましたo 〔他にも2冊紹介〕

そしてこれらの本に掲載された憧れの作品をま

ねして描き､いっぱしの芸術家になった気分で

いました｡
一見楽しそうに見えますが､本人は非常に苦

しかった｡楽しくはありましたが､芸術家と同

じようには描けないし､友達にも見せず､閉鎖

的な場所でしんどい思いをしていましたo　そし

て､いつしか､これらの作品は大したものでは

ないと思い込み､記憶の底にしまいこんでいま

したo　でも捨てることはせず､残していましたD

ごく最近､気分がちょっと変わってきました｡

インタビューでよ<､次の作品は'?ときかれま

すo　でも､次ではなく､自分の原点､表現の初

期衝動を見直してみたいと思うようになりまし

た｡科学的には時間は過去から未来に一方的に

流れますo　でも次は7と聞かれると､結局過去

に辿り着く､という時間感覚をリアルに感じま

す｡例えば､高名な野球選手は最後には少年野

球の指導に行き着くことが多い｡若手育成とい

うよりも､野球の醍醐味､野球の神様に触れた

少年野球の輝かしい時代に戻ろうとするので

しょう｡美術も同じような気がしますC　倉庫の

奥にしまいこんでいた作品をぼちぼち開きかけ

ていた時に､高松市美術館さんから今回の話を

いただきました｡もし10年前にこの話があっ

ても今回の展覧会はありませんでした｡所蔵品

展をプロデュースしてほしいという美術館の依

頼と､私の思いがうまくつながって､今回のラ

インナップが一気に出来上がりました｡

2つ日の質問｡ ｢今回のコラボは偶然ですか?

どこの美術館でもできることですか?｣他館で

もある程度はできますが､高松でしかできない

のはEEl中敦子《電気服》とのマッチングです｡ 《電

気服》が高松にあったということが､今回の展

覧会を思いつくコアになっているので､今回は

高松市美術館ならではの企画といえます｡

図録に電気服への私の思いを書いています｡

〔『まねぶ美術史』 1 44-45頁の文章を読み上

げる〕電気服が発表されたのは1986年ですが､

制作されたのは1985年頃｡当時私は､なんか

よくわからないけどゴッホの作品を一生懸命

作っていました｡その時すぐ近くで田中さんが

金山さん〔美術家の金山明｡田中敦子の夫〕と
一緒に電気服のコードを､うまいこといかんな

あとか言いながら(笑)やっていたことに､私は

運命的なものを感じます｡勝手にそう思ってい

るだけかもしれませんが(芙)o　高校時代にはEEl

中さんのアトリエの横を通って通学していまし

た｡長い間知らない間のお付き合いをしていた

ことになります｡ 2004年お二人は事故に遭わ

れ､金山さんは大阪の病院に入院､田中さんは

はじめ看病していましたが､精密検査をすると

かなり具合が悪く､奈良の病院へ｡金山さんの

入院先は父の緑茶商のすぐ傍の病院でしたので､

よくお見舞いに行きました｡田中さんは2005

年12月､金山さんは2006年9月にお亡くな

りになりました｡父が亡くなったのが2006年

5月Q　ここでも運命的なものを感じざるを得ま

せん｡

私の《電気服》　との深い関係は｢公の美術史｣

にはなんら関係ありませんが､私が言うところ

の｢私(わたくし)美術史｣にとっては大切なもの｡

単なる個人的な思い出が公なるものとクロスす

ることで表現が生まれます｡それは､一人だけ

のものではなく､いろんな人につながっていく

可能性があります｡

▲田中敦子《電気服》(手前)と森村氏の作品(奥2点)

最後の質問｡ r死なないで電気服とはどのよう

な患いですか?｣電気服は本来着るものなので､

工夫して今回着させてもらいました｡作りなが

ら感じることは色々ありました｡ 《電気服〉は全

灯すると4000ワットを超えます｡今年は猛暑､

炎暑といわれますが､ 《電気服》の中に入ってみ

てください｡そんなもんじゃない､熱い熱い(笑)0

発光ダイオードと違って､地球温暖化を引き起

こします(笑)0

そもそも人間自体発熱する存在o　熱を発散し

ないというのは死んでいること｡生きていると

いうのは心痛むこと｡ 《電気服》の球は1回点滅

させるごとに消耗しています｡作品制作時､申

し訳ないが､随分チカチカさせました(莱)｡一

生懸命生きていくということは､死に近づいて

いくということ｡いずれ電気服も冷たくなりま

す｡ ｢死なないで｣というのは《電気服》への思い､

また父をはじめ亡くした親しい人への恩いもこ

められています｡

*牧野裕二(高松市美術館)が卜-ク内容を適宜抜粋･アレ

ンジして書き起こしました｡

美術館ボランティア｢civi (シヴィ)｣による

ギャラリートークは特別展会期中の毎日曜日

および祝日の午前11時～､午後2時～の

1日2回.2階展示室にて行います｡
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